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地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
利
子
割
交
付
金

　
　
　
の
平
年
度
ベ
ー
ス
化
や
景
気
悪
化
の
影
響
な
ど
に
よ

　
　
　
る
税
収
入
の
減
収
、
更
に
は
国
の
財
政
構
造
改
革
に

　
　
　
伴
う
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
の
縮
減
に
よ
り
、

　
　
　
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
本
町
で
も
同
様

　
　
　
に
厳
し
い
財
政
環
境
下
に
あ
り
ま
す
が
、
経
常
経
費

集
　
の
縮
減
や
各
種
基
金
の
有
効
活
用
に
よ
り
対
応
い
た

　
　
　
し
ま
し
た
。

｛
守
　
　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
1
4
年
度
の
当
初
予
算
は
、

赴
１
　
引
き
続
き
財
政
の
健
全
性
を
維
持
（
臨
時
財
政
対
策

　
　
　
債
活
用
の
見
送
り
等
）
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な

算
　

が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま

　
　
　
し
た
。

予
　
　

ま
た
、
現
下
の
厳
し
い
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
町
民

度平　成　１４　年

の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、
都
市
計
国
税
や

と
よ
り
、
町
内
産
業
の
活
性
化
な
ど
、
当
面
す
る
緊

要
な
課
題
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
予
算

編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
規
模

　
平
成
Ｈ
年
度
の
壬
生
町
の
一
般
会
計
予
算
は
、
１

０
２
億
８
千
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
５
．
３

％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
要
な
減
額
理
由

は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

（
後
年
度
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
実
施
し
た
農
業
集
落

排
水
事
業
償
の
償
還
期
間
短
縮
に
要
す
る
費
用
分
）

の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
影
響
額
を
控
除
し

た
前
年
度
予
算
額
と
比
較
し
ま
す
と
、
僅
か
な
が
ら

増
額
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
環
境
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
の
地

方
財
政
計
画
が
減
額
と
な
る
中
、
実
質
的
に
は
増
額

そ
し
て
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
や
教
育
問
題
は
も
　
　
と
い
え
る
予
算
額
を
確
保
で
き
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

予算は

8千万円

嶽l海里瀧9』

　
　
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営

　
　
知
的
障
害
者
授
産
施
設
・
障
害
見
通
園

　
　
ホ
ー
ム
建
設
事
業

②
歴
史
と
自
然
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
教
育
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て

　
　
学
校
評
議
員
の
設
置

　
　
き
め
細
か
な
指
導
の
た
め
の
教
員
指
導

　
　
助
手
配
置
事
業
の
充
実

　
　
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
促
進

　
　
（
壬
生
小
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
更
新
）

　
　
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
の
拡
充

　
　
中
学
生
国
際
交
流
推
進
事
業
の
拡
充

　
　
（
派
遣
生
徒
数
の
増
員
）

　
　
幼
稚
園
地
域
子
育
て
等
推
進
事
業

　
　
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
蔵
書
検
索
シ

　
　
ス
テ
ム
導
入

　
　
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
講
習
推
進
事

　
　
業
の
継
続
実
施

］
　
特
に
配
慮
し
た
点
　
・
③
地
域
に
根
ざ
欠
活
力
ぁ
６

／
Ａ
…
…
…
‐
‐
‐
･
‐
’
－
…
…
…
…
…
…
¨
”
”
’
…
…
…
…
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
立
産
業
都
市
を
め
ざ
し
て

①
支
え
あ
い
の
暮
ら
し
が
実
現
す
る

　
　
　
　
　
健
康
福
祉
都
市
を
め
ざ
し
て

　
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
充
実

　
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
を
未
就

　
　
学
兄
に
拡
大

　
　
民
間
保
育
園
施
設
整
備
事
業

　
　
ふ
れ
あ
い
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
支
援
事
業

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
促
進
事

　
　
業

　
　
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
の
充
実

　
　
首
都
圏
農
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
推
進
事
業

　
　
水
田
活
性
化
対
策
事
業
の
継
続
実
施

　
　
輸
入
急
増
農
産
物
対
応
特
別
対
策
事
業

　
　
商
工
会
商
品
券
発
行
事
業
へ
の
継
続
支

　
　
援

④
自
然
の
理
に
の
っ
と
っ
た

　
　
　
　
　
快
適
な
環
境
都
市
を
め
ざ
し
て

　
　
自
治
会
管
理
防
犯
灯
電
気
料
金
の
全
額

　
　
助
成
（
従
来
4
0
％
助
成
を
、
1
0
0
％
助
成

　
　
へ
）

　
　
防
災
行
政
無
線
通
信
設
備
整
備
事
業

⑤
人
と
自
然
が
共
生
す
る

　
　
　
　
緑
豊
か
な
公
園
都
市
を
め
ざ
し
て

　
　
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
の
推
進

　
　
生
活
関
連
道
路
の
整
備
（
町
単
独
道
路

　
　
整
備
事
業
）

　
　
御
里
土
地
区
画
事
業
の
推
進

　
　
安
塚
駅
西
広
場
整
備
事
業

⑥
住
民
の
発
想
と
連
帯
に
よ
る

　
　
　
　
　
住
民
自
治
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　
　
行
政
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
充

　
　
実
（
情
報
化
推
進
事
業
）

　
　
戸
籍
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
継
続

　
　
整
備

新し＜始まるふれあいブックスタート支援事業

２



平　成　！4.年‥度‥予　算　特‥集。

壬生町一般会計当初

102億

『崔厦、軟餉噴擲向涵

分担金及び負担金　1.1％

地方特例交付金　　1.6％

地方譲与税　　　　1.6％

繰入金　　　　　　1.6％

使用料及び手数料　1.8％

諸収入　　　　　　1.9％

繰越金　　　　　　1.9％

地方消費税交付金　3.2％

(一般会計歳入款別集計表)

その他　　　2.0％

自動車取得税交付金

利子割交付金

ゴルフ場利用税交付金

交通安全対策特別交付金

財産収入

寄附金

(単位:千円)

款
本年度 前年度

比　較
増　減
対前
年比

款
本年度 前年度

比　較増　減
対前
年比

予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比

１町　　　税 4,7に014 45.8％4,818,062 44.4％
△106,048 97.8％ 11使用料及び

　手　数　料
181,685 1.8％ 168,637 1.5％ 13､048 107.7％

２地方譲与税 160,000 1.6％ 160,000 1.5％ 一 100,0％ 12国庫支出金 494,184 4.8％ 442,316 4.1％ 51,868 111.7％

３利子割交付金 50,000 0.5％ 150,000 1.4％ △100,000 33.3％ 13県支出金 588,694 5.7％ ∠130,857 4.0％ 157,837 136.6％

４地方消費税
　交　付　金

330,000 3.2％ 330,000 3.0％ 一 100.0％ 14財産収入 3,057 0.0％ 5,656 0.1％ △2,599 54.0％

５ゴルフ場利
　用税交付金

44,000 0.4％ 50,000 0.4％ △6,000 88.0％ 15寄　附　金 2,752 0.0％ 21,002 0.2％ △18,250 13.1％

６自動車取得
　税交付金

100,000 1.0％ 100,000 0.9％ 一
100.0％ 16繰　入　金 170,006 1.6％ 365,004 3j％ △194,998 46.6％

７地方特例
　交　付　金

160,000 1.6％ 170,000 1.6％ △10,000 9∠1.1％ 17繰　越　金 200,000 1.9％ 200,000 1.8％ 一 100.0％

８地方交付税 2,300,000 22.4％ 2,880,000 26.5％ △580,000 79.9％ 18諸　収　入 191,481 1.9％ 237,566 2.2％ △46,085 80.6％

９交通安全対

　策特別交付金
8,000 0.1％ 9,000 0.1％ △1,000 88.9％ 19町　　　債 474,600 4.6％ 223,600 2.1％ 251,000 212.3％

10分担金及び

　負　担　金
109,527 1.1％ 88,300 0.8％ 21,227 124.0％ 合　　　　計 10,280,000 100.0％ 10,850,000 100,0％ △570,000 94.7％

３

一

心
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-

貸付金

扶助費

1.5％

6.7％

平　成　１４　年　度　予　算　特　集

議会費

商工費

農林水産業費

消防費

1.5％

3.1％

4.1％

6.0％

維持補修費

その他

0.3％

1.0％

その他　0.5％

予備費

労働費

災害復旧費

諸支出金

．　　　　'‾'‾‾‾‾　'　　゛｀'‾”7司鮒斑孤
し

性質別構成
白･l
'

(一般会計歳出款別集計表) (単位:千円)

款
本　　年　　度 前　　年　　度

比較増減 対前年比
予　算　額 構成比 予　算　額 構成比

１議　　会　　費 158,587 1.5％ 158,037 1.5％ 550 100.3％

２総　　務　　費 1,231,038 12.0％ I,428,697 13.2％ △197,659 86.2％

３民　　生　　費 2,281,693 22.2％ 1,664,218 15.3％ 617,475 137.1％

４衛　　生　　費 1,007,759 9.8％ 975,196 9.0％ 32,563 103.3％

５労　　働　　費 18,/↓41 0.2％ 17,719 0.2％ 722 104.1％

６農林水産業費 423,905 4.1％ 914,822 8.4％ △490,917 46.3％

７商　　工　　費 320,017 3.1％ 327,602 3.0％ △7,585 97.7％

８土　　木　　費 1,784,224 17.4％ 2,038,243 18.8％ △254,019 87.5％

９消　　防　　費 616,213 6.0％ 634,659 5.8％ △18,446 97.1％

10教　育　費 1,333,490 13.0％ 1,516,101 14.0％ △182,611 88.0％

11災害復旧費 11,502 0.1％ 11,502 0.1％ - 100.0％

12公　債　費 1,073,128 10.4％ 1,143,201 10.5％ △70,073 93.9％

13諸支　出　金 ３ 0.0％ ３ 0.0％ - 100.0％

14予　備　費 20,000 0.2％ 20,000 0.2％ - 100.0％

合　　　計 10,280,000 100.0％ 10,850,000 100.0％ △570,000 94.7％

４



５

平　成　14　年　度　予　算　特　集

平成10年度～平成14年度一般会計当初予算の推移

―世帯･一人当たりに使われる町の予算

　　　　　（一般会計）

１世帯当たり

779,142円

１人当たり

257,676円

平成14年３月１日現在

人口39,895人，世帯数13,194世帯

　(住民基本台帳に基づく人口・世帯数)

水道事業 予　算　額 前年度
対　比

　　　　収入

収益的

　　　　支出

5億7,396万2千円

5億2,823万9千円

　0.6％

△5.8％

　　　　収入

資本的

　　　　支出

　　2億6,268万円

4億5,173万3千円

13.8％

10.5％

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

０

(単位：百万円)

10年度　　11年度　　12年度　　13年度　　14年度

1罪阿一問輝一騨一一畷間願闘顕贋‐『
　　匍二趾会･登ﾄ7……’･

会　計　名 予　算　額 前年度
対　比

国民健康保険 31億4,123万7千円 1.9％

公共下水道事業 12億9,837万1千円 △9.3％

奨　学　資　金 202万5千円 7.1％

老人保健事業 30億7,542万2千円 △0.2％

介護保険事業 11億1,531万9千円 3.8％

農業集落排水事業 4億8,831万円 △64.6％

-'

才六Jyl‘jj]]ljｻﾞ肖農業集落排水処理施設
　｡出万尚尚圭市宍ﾑ言U言万　　(藤井地区)

ぷ鮮mquﾛ則詰皿廊7認5素皆訟弐信幄漕軒笞煕沼絹}缶

-
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平　成　！4　年　度　予‥算　特　集

・マイナャレンジ推進事業

　　南犬飼中学校で新たに実施して参ります。

・中学生国際交流推進事業

2,600千円

6,320千円

中学生派遣人員を、16名から20名に拡大して実施し

て参ります。

　・教員指導助手配置事業

　　　小学校に３名増員

回社会教育

　・女性活動推進事業

　　　男女共同参画事業講演会等の実施

　・学校地域支援ボランティア推進事業

　・みぶ・ホリデーアクションプラン事業

　　　学校週５日制への対応等

　・中央公民館音楽鑑賞会等開催事業

26,850千円j=

………゜=｀商工業の振興

　・商工業団体活動強化事業　　　　　　　　12,900千円

　　　商品券発行事業，商店会等育成支援事業等に対し

　　　助成をして参ります。

　・中小企業融資制度事業　　　　　　　　150,000千円

　自然の理にのっとった快適な環境都市をめざして

レダ=ごみ・し尿処理

・ごみ減量化促進対策事業　　　　　　　　8,698千円

　　資源ごみ回収関係報償，家庭用ごみ処理器設置補

　　助事業

　・合併処理浄化槽設置補助事業　　　　　　7,557千円

　・ごみ収集及び運搬業務委託事業　　　　　98,495千円

;･防犯

　・自治会管理防犯灯電気料補助金　　　　　4,500千円

　　自治会管理の防犯灯電気料について，全額助成し

　　て参ります。（従来40％助成）

2,562千円==　防災

　　　　万　　・石橋地区消防組合負担金

1,000千円･･　・防火貯水槽整備事業（３基）

3,084千円　　．コミュニティ消防センター建設事業

38･522千円　　・防災行政無線通信設備整備事業

’図書館インタ‾ネット蔵書検索システム導入事業　　い回公的住宅の整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3･ 801千円　　・下台団地改修等工事

・歴史民俗資料館企面談等開催事業

・情報通信技術（ＩＴ）講習推進事業

スポーツ・レクリエーション

・学校体育施設開放事業

5,631千円

4,935千円

3j84千円，

壬生小学校温水プール等の開放を実施して参ります。

・ふれあいプール改修等工事 17,600千円

地域に根ざした活力あるjl自立産業都市をめざして

言農業の振興

　・首都圏農業パワーアップ推進事業

　・水田活性化対策事業

　・輸入急増農産物対応特別対策事業

　504,183千円

　　16,900千円

(２棟)

　　27,942千円

　　5,000千円

17,945千円

人と自然が共生する緑豊かな公園都市をめざして

‘………･公園緑地の整備

　・東雲公園整備事業

　・城址公園整備事業

　・聖地公園整備事業

　・全町緑化推進事業

丿市街地の整備

　・御里土地区画整理事業

　・安塚駅西広場整備事業

75,728千円

24,960千円

14,410千円

20,000千円

11,480千円

3,176千円

36,621千円　;:゛･i.･:.ylj.;道路’交通

15,000千円=j.　・まちづくり総合支援事業（御用水通り整備）

76,908千円

農産物の輸入急増に対応し、施設整備に助成をして

参ります。

・畜産環境改善対策事業　　　　　　　　　16,98〔〕千円

　　家畜糞尿処理施設整備に対し助成をして参ります。

・農業用河川工作物応急対策ため池整備事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,670千円

　　羽生田山崎堰の改修

・県単独かんがい排水整備事業（藤井地区）13,040千円

・N0.2 －500号線整備事業

・一級町道３号線整備事業

・町単独道路整備事業

116,500千円

50,520千円

63,000千円

260,620千円

住民の発想と連帯による住こ民自治のまちをめざして

・情報化推進事業　　　　　　　　　　　　38,396千円

　　行政イントラネットシステム整備事業等

・戸籍コンピュータシステムの継続整備　11,828千円

６



平　成　１４　年　度

平或1』4年度の

皇な事業

　支えあいの暮らしが実現するJ健康福祉都市をめざして

聊地域福祉の推進

・社会福祉協議会育成事業

・特定疾患患者介護手当扶助事業

29,736千円

5,520千円ｇ

　　難病患者の介護者に対し、助成を行い負担の軽減を

　　図って参ります。

高齢者福祉の推進

・敬老金支給事業　　　　　　　　　　　　　31､347千円

75歳以上の高齢者に対し、長寿のお祝いとして敬老

金を支給します。

・老人保護措置事業　　　　　　　　　　　　34,618千円

・デイサービスセンター整備促進事業　　　33,600千円

　　デイサービスセンター整備に対し助成をして参りま

　　す。（２ヵ所）

・高齢者家庭介護者助成事業

予　　算　　．特　．集　　　　　　　　　　　　、

　少子化対策の一環として、チャイルドシート購入

　費の一部を助成して参ります．

・民間保育園施設整備補助事業

・ふれあいブックスタート支援事業

障害者福祉の推進

・重度心身障害者医療費助成事業

40,000千円

　1,570千円

44,302千円

重度心身障害者の医療費の一部を助成レ心身の

健康向上を図って参ります。

　・身体障害者更生援護施設入所措置事業　61,934千円

　・身体障害者デイサービス事業　　　　　　28,354千円

　・身体障害者更生医療扶助事業　　　　　　13,307千円

　・重度心身障害者タクシー料金助成事業　10,082千円

　　　障害者の生活圏の拡大と社会参加の促進を図って

　　　参ります。

　・知的障害者授産施設・障害児通園ホーム建設事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　469,074千円

づ健康の増進

　・健康ふくしまつり開催事業　　　　　　　2,500千円

　・予防接種事業　　　　　　　　　　　　　37,073千円

　　　高齢者インフルエンザ，日本脳炎，風しん，三種

　　　混合等

14.400千円．．　．健康診査事業

高齢者の家庭介護者に対し助成金を交付レ負担の

軽減を図って参ります。

・介護予防生きがい活動支援事業
17,691千円レこ

…

…J:1･'･･･;手綱

　　　外出支援、寝具洗濯乾燥消毒、軽度生活援助、生き万

　　　がい活動支援通所などのサービスを提供して参りま

　　　す。

　・介護保険低所得者利用者負担対策事業　　4､614千円＝

　　　介護保険利用の低所得者に対し、利用料の負担軽減J･

　　　を図って参ります。　　　　　　　　　　　　　　　=万

黎児童福祉の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

57,329千円

知
的
障
害
者
授
産
施
設
及
び
障

害
児
通
園
ホ
ー
ム
を
整
備

・乳幼児医療費助成事業　　　　　　　　　52,339千円

　　乳幼児医療費の助成対象年齢を，６歳未満から小学　歴史と自然に学ぶ教育文化都市をめざして

　　校入学前までに拡大し実施して参ります。　　　　づ･ヽ1=……幼児教育

・民間保育園委託事業　　　　　　　　　　186,984千円：　　・すこやか子育て支援事業　　　　　　　　7,766千円

・特別保育事業等推進費補助事業　　　　　53,146千円ｌ　　　幼稚園同時就園及び第三子以降児の保育料軽減を

　　民間保育園の実施する乳児保育事業，障害児保育事ｉ　　　図って参ります。

業、延長保育事業等に対し支援をして参ります。　　　回一義務教育

・放課後児童健全育成事業 11･ 249千円　　・学校評議員の設置

　　保護者等の不在により、下校後、保護指導を受ける

　　ことが出来ない町内の小学校に通学する低学年児童

　　の健全育成事業を実施して参ります。

・児童手当扶助事業　　　　　　　　　　　阻735千円

・すこやか子育て支援事業　　　　　　　　　3､407千円

　　子育て支援事業の一環として、第３子以上の養育に

　　対して「すこやか子育て支援金」を交付して参ります。

・幼児用補助装置購入費補助事業　　　　　　4､005千円

690千円

　　開かれた学校づくりのため、地域の方々の意見を

　　聞くため学校評議員制度を実施して参ります。

・小学校施設改修等工事　　　　　　　　　82､026千円

　　睦小学校校舎防水工事、稲葉小学校給食校防水工

　　事等

・中学校施設改修等工事　　　　　　　　　8､787千円

・情報教育推進事業　　　　　　　　　　　昧052千円

　　壬生小学校教育用コンピュータ更新等

７

-
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利用』しでい凛すか淳

k昌こ‰‰:|医療費助成制度
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受給資格登録申請関係

種
類

乳
幼
児

妊
産
婦

重

度

心

身

障

害

者

ひ

と

り

親

家

庭

対　象 者

６歳に達する日以後

の最初の３月31日ま

での乳幼児を扶養し

ている方

母子手帳を受けた月

から出産した月の翌

月末までの妊産婦

・身体障害者手帳１

　～２級の方

・療育手帳ＡいＡ

　２または知能指数

　が35以下の方

・知能指数が50以下

　で、身体障害者手

　帳が３～４級と重

　複している方

⑦満18歳に達する日

　以後の最初の３月

　31日までの児童が

　いるひとり親家庭

①両親のどちらか一

　方が身体障害者１

　級～２級の世帯の

　他方の親と児童

⑤父母のいない満18

　歳に達する日以後

　の最初の３月31日

　までの児童を扶養

　している配偶者の

　ない方とその児童

医療受給資格者証の

交付申請に必要なもの

健康保険証

健康保険証

母子健康手帳

◆身体障害者手帳、療育手

　帳をお持ちの方

・健康保険証

・身体障害者手帳又は療育

　手帳

◆身体障害者手帳、療育手

　帳をお持ちでない方

・健康保険証

・診断書

※老人保健法の医療受給者

　の方は老人医療受給者証

　も必要です。

・健康保険証

・児童扶養手当証書、母子

　年金証書又は遺族年金証

　書のいずれか

・公的年金や児童扶養手当

　を受けていない方は、戸

　籍の全部事項証明書（戸

　籍謄本）または個人事項

　証明書（戸籍抄本）と世

　帯全員の住民票

・左の①に該当する方は医

　師の診断書

・老人保健法の医療受給者

　の方は老人医療受給者証

・転入者の場合は、前住所

　地の所得証明

※民生委員の証明が必要な

　場合があります。

手続き

する所

住民諜

出張所

住民諜

出張所

福祉課

福祉課

対象から
除かれる方

児童福祉施設

又は知的障害

者援護施設に

入所中の方

所得が制限額

以上の方

受
給
資
格
登
録
の

申
請
手
続
き

　
町
で
は
、
乳
幼
児
・
妊
産
婦
、
身
体
の
不

自
由
な
方
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
・
親
を

対
象
に
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
（
保
険
診
療
分
か
ら
附
加
給
付
な
ど

を
除
い
た
額
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の

助
成
を
受
け
る
に
は
受
給
資
格
者
証
の
交
付

を
受
け
、
医
療
費
の
助
成
申
請
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
左
の
表
を
参
考
に
、
こ
の
制
度
を
よ
く
ご

理
解
い
た
だ
き
、
該
当
さ
れ
て
い
る
方
で
ま

だ
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

８



Ｉ利用していますか？

申
請
方
法

　
医
療
機
関
で
助
成
申
請
書
に
保
険
診

療
証
明
を
受
け
（
保
険
点
数
等
が
記
載

さ
れ
た
領
収
書
の
場
合
は
証
明
不
要
）
、

申
請
者
記
入
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
福
祉
課
又
は
出
張
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
福
祉
課
あ
て
の
郵
送
で
も
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
申
請
期
間

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た
月
か
ら

１
年
以
内
。

　
助
成
額

　
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
一
部
負
担
金

の
額
。
（
高
額
療
養
費
、
附
加
給
付
等

が
あ
る
場
合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た

額
）
　
そ
の
他

　
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
医
療
費
受
給
資
格
考
証
を
福

祉
課
又
は
出
張
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」

の
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
お
読
み
く

だ
さ
い
。

変わりました

（
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
差
き
に

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
手
続
き
）

医
療
費
助

じ
Ｅ

医療費助成制度が４月から次の２点で大きく変わりました。

①乳幼児医療費助成制度の対象年齢拡大

　未就学児までが対象に！

　　　今までは、６歳未満の乳幼児を扶養している方を対象としていましたが、平成14

　　年４月１目からその対象を未就学児（出生の目から、６歳に連する目以後の最初の

　　３月31口までの間にある方）を扶養している方に変わります。

　　　これにより、妊産婦医療費助成の制度と併せると、妊娠してからお子さんが小学

　　校に入学するまでの期間、医療費（保険診療に限る）がかからなくなりました。

　　　受給資格登録者には４月始めに郵送で新しい受給者証をお送りしましたが、送ら

　　れて来ない方は福祉課までご連絡ください。転入された方は、新たに交付申請の手

　　続きが必要です。

②助成申請が数か月分まとめて記入可能に

助成申請書の変更

　今までは、助成申請書１牧につき１か月分の保険診療に限られていた助成申請が、

　４月から上牧につき最大で６か月分可能となりました。

　これにより、保険診療証明費用の軽減と記入する申請書の枚数が削減されること

になります。

　申請用紙は、町内の医療機関、役場福祉課・出張所に備え付けてありますのでお

申し出いただき、新しい用紙をご使用ください。

※医療費助成制度に関してのお問い合わせ先

町民生部福祉課医療保険係　昔81－1832

９



ヽ一

生徒を
（

弓リ｀の児童

ス
ポ
ー
ツ
・

ポ
ー
ツ
や
文
化
面
で
優
秀
な
成

修
め
た
児
童
・
生
徒
の
栄
誉
を

凡
る
平
成
1
3
年
度
壬
生
町
児
童
・

表
形
式
が
３
月
１
日
、
壬
生
中

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

年
は
、
小
学
生
1
1
3
入
、
中
学
生

の
計
2
2
2
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し

清
水
町
長
や
篠
原
教
育

長
か
ら
「
表
に
出
て
い
な
い
才
能
を

引
き
出
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

言ど…………=………J……………ご戦引彰……1万

:'で

お表∇ま………状゜く

　り彰しがだ

さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
表

各
部
門
の
代
表
者
に
手
渡
さ

た
。

さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
次
の

で
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
賠
）

　
鎖
密
生
小
学
校

式
一
匹
第
4
9
回
蒲
生
君
平
先
生
奉
賛
書
道
展

彰
　
蒔
田
真
宿
賃

　
　
　
呉
竹
楯
貪

吝
゜
第
４
回
栃
木
県
小

　
　
　
特
選

　
　
　
準
特
選
　
坂
本

寺
内
板
橋

良
知
ゆ
か
由
夏

茉jﾐ　忠

由ゆ　星

　｀二土こ
　　づ゛22
大内諾

珀　　　竃

‾　　な£1　は良が道
悠詐匹展

七
全
国
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

　
準
優
勝
　
　
　
　
　
　
早
乙
女
春
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
早
紀
恵

診
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

ヽ一

文
化
面
で
の
功
績
た
た
え
る

鍛
優
秀
賞

下
野
教
育
書
道

金
賞
　
　
福
田

榎
本
　
早
希

　成乞展

ゆ美ふ

大
垣
あ
ず
さ

　
　
　
　
　
榎
本
有
希
、
板
橋
由
夏

第
2
4
回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
剣
道
交
流
大
会

小
学
生
の
部

５
年
生
優
勝

第
5
3
回
書
初
中
央
展

特大
賞賞
金
賞

安
細

則

は
と
り

羽
鳥
恵
理
子
、
増
田

　
　
　
　
こ
と
み

　
　
　
　
な
が
の
り

寺
内
　
良
知

　
　
　
　
あ
や
か

、
増
田
文
香

第
１
２
回
県
ス
プ
リ
ン
ト
水
泳
選
手
権

5
0
ｍ
平
泳
ぎ
優
勝
　
　
佐
藤
　
首
里

第
2
7
回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

　
　
　
　
　
　
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

優

勝

痢
3
5
回
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

５
年
生
の
部

　
　
　
ま
さ
あ
き
　
　
　
じ
ょ
う
じ
　
お
さ
だ
ま
さ
と
も

山
崎
真
瑛
、
吉
田
情
志
、
長
田
将
智
、

古
口
友
規
、
篠
崎
玲
央

知
事
賞

金
賞

き
み
し
ま
　
ひ
ろ
た
か

君
島
　
天
資

も
と
し
ま
　
ま
い

本
島
　
舞

鳥
恵
理
子
、
増
田
文
香
　
　
　
第
2
0
回
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

村
上
琴
美
、
石
塚
太
佑
　
　
　
金
賞
　
　
　
金
子
七
瀬
、
小
平
彩
華

宮
田
玲
奈
、
榎
本
早
希
　
　
　
　
　
　
　
越
英
知
留
、
岩
波
絵
美
奈

壬
生
東
小
学
校

金
賞

石
崎
完
売
、
竹
渾
実
花

　
　
　
　
　
堀
口
則
子

第
3
2
回
下
野
教
育
美
術
展

優
勝

　
　
　
た
く
ろ
う
　
　
　
し
ゆ
う
や

上
野
球
朗
、
増
田
修
硫

安
納
　
司
、
菊
池
美
咲

第
3
5
回
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

５
年
生
の
部

君
島
立
将
、
梅
山
祐
司
、

お
り
や
り
犬
　
す
凡
つ
ぎ
ひ
で
の
り

縁
家
嶺
、
末
次
英
統
、

　
　
　
　
　
　
　
軟
式
野
球
大
会

優
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
陸

稲
葉
小
学
校

家
庭
教
育
に
関
す
る

第
1
8
回
県
下
町
内
選
抜
学
童

睦
小
学
校
　
　
　
　
　
‐
『

第
2
0
囲
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

第
5
3
回
書
初
中
央
展

金
賞

優
秀
賞

ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん

知
事
賞

栃
木
県
小
学
生
人
権

最
優
秀
賞

　
　
　
ひ
ろ
み

坂
田
裕
美

薩
葉
は
る
の

書
道
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
賀
長
　
彩
佳

倉
茜
音
、
石
川

　
　
　
　
み
ず
き

小
野
口
美
寿
季

綾
乃

第
2
9
回
栃
木
県
学
童
少
女

　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝

神
水
砂
絵
里
、
手
塚
智
世
、
益
田

久
美
子
、
高
橋
香
、
佐
藤
千
紘
、
賀

長
志
絵
理
、
伊
藤
成
美
、
石
川
未
来
、

河
田
捺
美
、
梁
島
エ
リ
カ
、
鯉
沼
朱

美
、
田
中
ひ
と
み
、
賀
長
彩
佳
、
小

締
家
嶺
、
末
次
英
統
、
菊
池
俊
宏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
し
　
　
　
ひ
で
あ
き

木
野
内
達
也
、
鈴
木
智
、
福
元
秀
昌
、

岡
本
　
広
子

．
．
：
ざ
し
ふ
り
う
っ

村
松
　
進
太
朗

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
か
わ
た
　
な
つ
み

　
　
　
河
田
　
捺
美

第
3
4
同
下
野
教
育
書
道
展

金
賞
　
　
益
田
久
美
子
、
鯉
昭
江
絵

真
名
、
小
倉
米
帆
、

、
高
木
理
江
、
高
木

栃
木
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
す
る
大
会

優
秀
選
手
賞

神
永
砂
絵
里
、
手
塚
智
世
、
伊
藤
成

美第
5
3
回
書
初
中
央
展

金
賞
賛
長
寛
大
、
管
長
彩
佳
、
益
田
久
美

子羽
生
田
小
学
校

家
庭
教
育
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
清
水
　
優
介

第
３
回
栃
木
県
学
校
書
写
書
道
作
品
展

10



条
幅
の
部
金
賞

　
　
　
ま
さ
ふ
み
　
つ
と
み
け
ん
た

鈴
木
雅
史
、
都
冨
健
太
、

　
　
　
　
た
か
ひ
ろ

鈴
木
崇
裕

第
5
5
回
栃
木
県
理
科
研
究
中
央

　
　
　
　
　
　
　
展
覧
会
・
発
表
会

優
秀
賞

秋
山
裕
樹
、
清
水
蚤
介
、
清
水
枯
可

清
水
力
也
、
都
富
健
太
、
奈
良
裕
介

別
井
悠
佳
、
吉
田
冬
志
樹
、
赤
羽
根

優
希
、
加
藤
綾
恵
、
神
永
裕
樹
、
篠

原
千
知
、
篠
原
枯
死
、
清
水
枯
佳
、

　
　
　
　
ま
さ
ふ
み

鈴
木
雅
史
、

山
口
明
里

安
塚
小
学
校

第
3
5
回
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

５
年
男
子
の
部

優
勝
第
2
3
回
千
字
文
大
会

豊土

田だ

あ
つ
し

敦
史

-

　
特
選
　
　
　
有
働
友
貴
、
田
中
美
穂

⑩
第
3
0
回
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

金
賞
・
栃
木
放
送
社

　　長

尾お賞
形穴

⑩
第
2
4
回
剣
道
体
験
発
表
会

　
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
渡
辺
直
人
、
高
橋
洸
樹

下
野
教
育
書
進
展

金
賞
　
　
　
田
遵
節
織
、
神
米
真
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
真
理

和
樹
　
　
　
人
権
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓
発
ポ
ス
タ
ー

豊
田
　
敦
史

⑩
栃
木
県
小
学
生
柔
道
錬
成
大
会

　
５
年
生
の
部

優
勝

大
類

康宇

史犬

⊇
第
5
3
回
書
初
中
央
展

　
金
言
］
　
生
田
目
康
史
、
大
久
保
歩
美

…
…
Ｅ
］
－
゛
｀
’

笹
生
中
学
校

⑩
栃
木
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
陸
上
競
技
３
年
男
子
４
ｘ
ｗ
一
ｍ
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
ｙ
・
・
ひ
ろ
　
　
　
ツ
ー
タ
す
け

　
優
勝
　
　
　
大
橋
正
洋
、
山
名
宛
介
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表彰を受けた各小学校の児童

最
優
秀
賞

石
黒
ひ
と
み

栃
木
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
小
林
亜
由
美
、
前
田
百
恵
、
浪
漫
真

理
、
藍
田
仁
美
、
宇
野
奈
津
子
、
薩

葉
美
佳
、
中
里
友
紀
、
石
塚
仁
美
、

　
　
み
さ
　
　
ゆ
き
な

出
井
未
紗

　
○
な

篠
幸
菜
、
高
橋
香
織
、

林
里
奈
、
安
部
み
の
り
、
鈴
木
綾
乃
、

聯ツ
新
田
彩
乃
、
川
島
郁
美
、

で
い
は
る
か
　
　
お
ば
な

出
井
春
佳
、
尾
花
由
美
、

川
俣
沙
織
、
田
中
福
江
、
山
崎
亜
希

子
、
橋
本
里
恵
、
山
田
結
子
、
吉
川

　汗ごごT回回≒１,-　　｝　Ｆ　　　　ｉ　蜜呂　　　　1]y　T▽甘

心y
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表彰を受けた各中学校の生徒

-

佳
織
、
渡
遁
舞
、
秋
田
恵
里
、
大
島

　
　
　
　
　
さ
と
こ
　
　
こ
の
う
ち

千
穂
、
豊
田
智
子
、
木
ノ
内
千
尋
、

浄
土
芙
美
子
、
鈴
木
彩
、
久
保
有
性

里
、
栗
原
千
秋
、
戸
埼
の
ぞ
み
、
松

尾
鮎
美
、
甫
坂
智
代
、
新
村
元
美
、

野
口
清
香
、
青
木
美
緒
、
板
子
絵
里

加
、
佐
藤
穂
波
、
玉
田
春
祭
、
伊
藤

　
　
　
　
　
　
は
る
な
　
　
し
き
や
ひ
か
る

か
お
り
、
篠
晴
菜
、
志
喜
屋
光
、
山

川
育
美
、
真
生
田
瑛
子

金特第

賞賞53

　　　回

　　　書

　小初

高鳴中

久悠ゆ央

ﾂﾌﾞ　．起む展

心淳に子こ　､ん　、

荒
木
佑
太
、

　
　
　
あ
ゆ
み

早
乙
女
歩

田
澄
紗
織

寺
内
　
彩

　
　
　
　
　
井
田
由
美
、
青
木
　
希

　
　
　
　
　
岡
部
雅
人
、
落
合
友
香

　
　
　
　
　
村
上
智
美
、
神
米
真
希

第
３
回
栃
木
県
学
校
書
写
書
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
展

半
紙
の
部

金
賞
　
渡
辺
佳
美
、
須
藤
明
日
香

条
幅
（
半
切
）
の
部

金
賞
　
　
　
落
合
友
香
、
井
田
由
美

下
野
教
育
美
術
展

金
賞

か
わ
の
　
　
ゆ
み

河
野
　
有
美

南
犬
飼
中
学
校

関
東
中
学
校
水
泳
大
会
県
予
選
会

１
年
男
子
2
0
0
ｍ
自
由
形

王
位
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
司

関
東
大
会
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

男
子
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー

５
位
入
賞
　
並
木
鉄
平
、

　
　
　
　
　
島
田
淳
史
、

下
野
教
育
書
道
展

か
み
お
か

上
岡
正
明

粂
川
　
司

金
賞
　
　
　
　
　
　
　
山
野
井
由
佳

特
選
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
実
樹

栃
木
県
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
　
　
　
　
　
　
　
高
松
　
歩
由

空
き
缶
散
乱
防
止
ポ
ス
タ
ー

県
最
優
秀
賞

斉
藤
　
秋

関
東
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
県
予
選

及
び
第
4
4
回
栃
木
県
少
年
野
球
大
会

準
優
勝

か
わ
な
ご
だ
い
す
け
　
う
つ
み
ゆ
う
す
け

川
中
子
大
介
、
内
海
裕
介
、
大
久
保

常雄宮

吝貴き

雄
祐
、

　
　
　
ひ
ろ
ゆ
き

鈴
木
啓
之

　
　
　
た
か
し

粂
川
真
、
大
垣

小
川
享
志
、
蒔
田
貴
之
、
小

野
崎
政
明
、
山
崎
雄
司
、
大
竹
弟
矢
、

瀧
内
雄
三
、
武
田
拓
也
、
田
中
音
啓
、

加
膝
天
資
、
大
垣
智
也
、
松
嶋
仲
高
、

大
音
洋
樹
、
田
代
卓
、
平
石
資
大
、

大
森
雅
貴
、
上
田
幹
雄

第
１
８
回
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
県
ジ
ュ
ニ

ア
大
会
及
び
全
国
中
学
生
ス
キ
ー
大

会
出
場
決
定

ス
ラ
ロ
ー
ム
４
位
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
ー
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
憲
二
郎

下
野
教
育
美
術
展

絵
画
の
部

金
賞
小
貫
真
由
美
、
石
田
憲
二
郎

栃
木
県
書
初
展
覧
会

準
大
賞
　
　
　
　
　
　
　
長
　
香
織

11



まちのわだい膳

戸籍の発行が

　　スピードアップ

　
以
前
よ
り
準
備
を
進
め
、
ま
た
何
回

か
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
た
戸
籍

事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が

　
２
月
１
８
日
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

納
税
相
談
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
新
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
待
ち
時

間
や
申
告
受
付
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
一
日
2
0
0
入
～
3
0
0
入
の
納
税

相
談
者
に
対
し
、
職
員
が
1
0
人
程
で
、

申
告
用
紙
を
手
書
き
し
、
電
卓
等
で
作

業
を
し
て
い
た
も
の
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
控
除
額
等
を
記
憶
さ
せ
自
動
計

算
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
計
算
す
る
時

開
か
省
か
れ
、
ま
た
計
算
ミ
ス
石
無
く

な
り
ま
し
た
。
相
談
時
間
石
工
人
当
り

1
0
分
担
度
短
縮
さ
れ
、
整
理
番
号
か
ら

受
付
参
考
時
間
が
判
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

鯉沼さんに証明書を渡す清水町長

２
月
2
5
日
（
丹
）
か
ら
稼
働
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
戸
籍
１
万
５

千
戸
の
戸
籍
情
報
を
管
理
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
1
0
分
程
か
か
っ
て
い
た
交
付

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
除
籍
、
改
災
厄
戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
今
年
６
月
に
稼
働

す
る
予
定
で
す
。

　
納
税
相
談
に
来
た
人
は
、
「
昨
年
は

２
時
間
待
っ
た
が
、
今
年
は
１
時
間
に

な
っ
た
。
こ
こ
に
来
て
い
る
人
達
は
喜

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

中央公民館での納税相談

　
　
災
時
の
人
命
救
助
で
表
彰
さ
れ
る

マ
　

至
宝
町
南
の
松
嶋
さ
ん

表彰を受けた松橋さん

至
宝
町
南
の
松
嶋
達
男
さ
ん
は
、
こ

の
ほ
ど
、
２
月
６
日
に
お
も
ち
ゃ
の
ま

ち
地
内
で
お
き
た
建
物
火
災
に
際
し
、

逃
げ
遅
れ
た
家
人
の
人
命
を
救
助
し
た

こ
と
に
よ
り
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
消

防
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
嶋
さ
ん
は
、
東
武
鉄
道
の
運
転
手

で
、
勤
務
が
空
け
た
こ
の
日
、
医
者
に

通
院
の
途
中
、
こ
の
火
災
に
遭
遇
し
ま

し
た
。
と
っ
さ
に
庭
に
入
り
梯
子
を
探

し
出
し
、
後
か
ら
駆
け
つ
け
た
薬
剤
師

の
村
田
良
実
さ
ん
　
（
大
平
町
）
、
無
職

元
木
俊
夫
さ
ん
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
）

ら
と
共
に
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
で
助
け
を
求

め
て
い
る
親
子
を
救
助
し
ま
し
た
。

　
も
し
こ
の
３
名
の
適
切
な
判
断
と
迅

速
な
行
動
が
な
か
っ
た
ら
、
死
傷
に
至
っ

た
か
も
し
れ
ず
、
十
分
表
彰
に
値
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
贈
呈
式
に
は
、
都
合
で
村
田
さ
ん
と

石橋地区消防組合消防本部での表彰式　　_

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

元
木
さ
ん
は
欠
席
し
ま
し
た
が
、
代
表

で
松
嶋
さ
ん
が
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

七

納税相談に新システム

　　　　大幅に時間短縮



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

　自衛隊入隊の久保田さんら１　　　　　　　

３名を激励

|花・緑のコンクールで
　　　　　　それぞれ優秀賞

　
平
成
1
4
年
度
に
自
衛
隊
に
壬
生
町
か

ら
入
隊
さ
れ
る
方
々
の
激
励
会
が
、
３

月
1
5
目
役
場
町
長
室
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
入
隊
さ
れ
る
方
々
は
、
久
保
田

健
さ
ん
（
六
美
町
中
央
）
、
工
藤
茂
剛

さ
ん
　
（
下
表
町
）
、
甫
坂
達
哉
さ
ん

（
六
美
町
中
央
）
　
の
３
名
で
、
激
励
会

で
は
、
清
水
町
長
を
は
じ
め
、
門
間
自

衛
隊
栃
木
地
方
連
結
部
小
山
事
務
所
長

並
び
に
松
井
町
自
衛
隊
父
兄
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
色
紙

や
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表彰を受けた喜びの睦級友会

　
平
成
１
３
年
度
と
ち
ぎ
花
の
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
形
式
が
３
月
1
7
日
、

岩
舟
町
の
と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
壬
生
町
の
睦
緑
友
会
（
高
間
信
義

－
　
代
表
）
が
、
団
体
・
企
業
の
部
で
優
秀

｀一

右から２番目より、工藤さん・久保田さん・甫坂さん

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
９
年
度
に
町
で
整
備

し
た
「
睦
っ
子
の
森
」
を
再
び
ゴ
ミ
の

由
仁
灰
さ
な
い
よ
う
、
地
元
の
老
人
ク

ラ
ブ
９
団
体
で
、
睦
級
友
会
を
組
織
し
、

除
草
や
花
植
え
な
ど
の
管
理
を
続
け
て

い
る
こ
と
が
、
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
1
3
年
度
「
緑
の
募
金
」

緑
化
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
七
ツ
石

自
治
会
（
大
森
　
保
会
長
）
が
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
Ｈ
年
に
復
元
整
備
し
た
「
椿
森

と
皇
室
庵
」
の
管
理
と
、
国
道
3
5
2
号
線

沿
い
の
緑
地
帯
に
花
を
植
え
、
地
域
住

民
の
他
、
国
道
利
用
者
に
も
花
と
緑
に

対
す
る
意
識
高
揚
を
呼
び
か
け
、
町
内

緑
化
意
識
啓
蒙
の
模
範
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
、
評
価
さ
れ
た
た
め
で
す
。

原坪地内に
　　ハナミズキを植える

-

　
河
川
愛
護
と
環
境
美
化
、
及
び
緑
化

推
進
を
ね
ら
い
と
し
て
、
下
稲
葉
花
ま

　
助
谷
地
内
に
整
備
中
の
農
産
物
直
売

所
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月
2
9
目
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
直
売
所
は
林
業
構
造
改
善
事
業

の
、
間
伐
材
等
利
用
推
進
モ
デ
ル
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
、
・
木
の
温
も
り
と
自

然
が
息
づ
く
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
地
元
助
谷
農
林
業
振
興
組
合
員

や
関
係
者
が
出
席
し
、
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。

　
こ
の
直
売
所
は
、
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く

公
園
の
北
、
約
１
1
1
に
あ
り
、
毎
週
火
・

木
・
上
・
日
曜
日
の
午
前
1
0
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
営
業
し
、
地
元
農
家
で
と

れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
は
じ
め
、
特
産
品
、

名
産
品
が
並
べ
ら
れ
ま
す
。

将来を楽しみに苗を植える

つ
り
実
行
委
員
会
（
中
嶋
正
会
長
）
と

原
坪
自
治
会
有
志
は
、
３
月
3
1
日
に
原

坪
地
内
に
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
苗

木
6
3
木
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の
苗
木
は

壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
頷
下
龍
夫

会
長
）
が
、
社
会
奉
仕
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
寄
贈
し
た
も
の
で
、
当
日
は

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
員
も
含
め
約
3
5
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
３
月
2
4
口

に
は
下
稲
葉
西
部
土
地
改
良
区
と
釜
ケ

淵
こ
原
坪
・
鹿
島
自
治
会
員
約
8
0
人
が

参
加
し
、
し
だ
れ
桜
の
苗
1
6
0
木
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

オープンした肋谷ふれあい市
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私
の
自
慢
料
理
①

助
谷
　
渡
辺
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
）

イチゴの
　くずもち

　
助
谷
の
渡
辺
さ
ん
の
自
慢
料
理
で
す
。

以
前
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
を
ア
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
た
。
2
0
分
ほ
ど
で
で

き
る
し
、
砂
糖
の
分
量
を
好
み
で
調
節

で
き
ま
す
。

　
春
に
ぴ
っ
た
り
の
か
わ
い
ら
し
い
料

理
で
す
。

①
牛
乳
３
カ
ッ
プ
弱
に
小
粒
イ
尹
ゴ
1
5

　
～
2
0
個
を
入
れ
軽
く
つ
ぶ
し
て
お
く
。

-

ズ
①
に
砂
糖
ト
カ
ス
フ
（
好
み
で
加
減
）

　
と
片
栗
粉
Ｉ
カ
ス
フ
を
入
れ
て
混
ぜ

　
る
。

③
十
分
に
溶
け
た
ら
火
に
か
け
る
。

※
焦
げ
な
い
よ
う
に
、
出
来
上
が
る
ま

　
で
は
、
か
き
混
ぜ
て
い
る
こ
と
。

　
（
つ
い
て
い
な
い
と
焦
げ
付
い
て
し

　
ま
う
し
、
固
ま
っ
て
し
ま
う
）

④
と
ろ
み
が
で
た
ら
弱
火
に
す
る
。

⑤
練
り
上
が
っ
て
も
ち
状
に
な
っ
た
ら

　
火
を
止
め
、
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う

　
ラ
ス
フ
を
か
け
て
冷
ま
す
。

　-’　　　　、･≒_

≒､。　　　　　　　　

ｕﾘ

ヽ
　゛sll”……　　　　　どtつ’

フレッシュをとじこめた

　　イチゴ＜ずもち

⑥
冷
め
た
ら
ち
ぎ
っ
て
片
栗
粉
を
か
ら

　
め
、
中
に
小
粒
の
イ
犬
ゴ
を
丸
ご
と

　
入
れ
、
丸
め
る
。

※
片
栗
粉
を
使
い
す
ぎ
る
と
白
く
な
り

　
す
ぎ
、
き
れ
い
な
ピ
ン
ク
色
に
な
ら

　
な
い
の
で
注
意

暮らしの
ヮンポイント

　
寒
い
季
節
に
食
卓
で

活
躍
し
て
く
れ
た
土
鍋

も
、
そ
ろ
そ
ろ
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
。
で
も
、
「
鍋

じ
ま
い
」
の
前
に
お
か

ゆ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
お
い
し
い
お
か
ゆ

を
楽
し
む
と
同
時
に
、

お
か
ゆ
の
で
ん
ぷ
ん
万
土
鍋
の

内
部
に
入
っ
た
細
か
い
ひ
び
を

ふ
さ
い
で
、
土
鍋
が
長
持
ち
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
お
か
ゆ
は
一
般
に
水
分
の
多

い
も
の
か
ら
三
分
か
ゆ
、
五
分

万
ゆ
、
七
分
か
ゆ
、
全
万
ゆ
に

分
け
ら
れ
ま
す
が
、
病
人
食
で

は
な
く
料
理
と
し
て
楽
し
む
場

合
に
は
、
米
一
に
対
し
て
水
七

の
割
合
で
炊
く
「
七
分
か
ゆ
」

万
遍
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
基
本
的
な
白
か
ゆ
の

炊
き
方
か
ら
。
米
を
軽
く
研
ぎ
、

ja4　　　　　●　‘Q　　　　　　　㎜

に
米
と
水
を
入
れ
、
一
時
間
ほ
ど
置
い

て
か
ら
火
に
か
け
ま
す
。
こ
の
と
き
土

鍋
の
底
に
水
気
が
残
ら
な
い
よ
う
に
ふ

い
て
お
き
ま
し
よ
う
。
ぬ
れ
た
ま
ま
火

に
か
け
る
と
鍋
が
割
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
火
は
強
火
。
沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し

て
、
続
き
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
こ
ま
め

に
鍋
の
ふ
た
を
少
し
持
ち
上
げ
て
調
節

し
ま
す
。
続
き
こ
ぼ
れ
る
直
前
で
蒸
気

-

を
逃
が
す
よ
う
に
、
注
意
し
て
見
守
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
炊
き
む
ら
が
で
き
た
り
米
の
粘
り
気

が
な
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
途
中
で

差
し
水
を
し
な
い
よ
う
に
。
か
き
混
ぜ

る
と
米
が
糊
状
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

と
ろ
火
の
ま
ま
静
か
に
炊
き
上
げ
る
よ

j[米の香りと甘みを引き出すご
し
ま
す
。

　
　
待
つ
こ
と
約
一
時
間
。
表
面

　
に
ポ
コ
ポ
コ
と
穴
が
空
く
よ
う

　
に
な
っ
た
ら
火
を
止
め
、
ふ
た

　
を
し
た
ま
ま
十
分
ほ
ど
蒸
ら
し

　
て
で
き
上
が
り
。
米
の
香
り
と

　
甘
み
、
な
め
ら
か
な
舌
ざ
わ
り

　
が
楽
し
め
、
漬
け
物
や
干
物
な

　
ど
塩
気
の
あ
る
具
が
よ
く
合
い

　
ま
す
。

　
　
水
の
代
わ
り
に
鶏
ガ
ラ
ス
ー

　
プ
で
炊
き
、
仕
上
げ
に
ご
ま
油

　
を
少
々
た
ら
し
て
食
べ
る
中
華

　
が
ゆ
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
白

や
ネ
ギ
を
散
ら
し
た
り
、
ザ
ー
サ

イ
や
メ
ン
マ
な
ど
を
つ
け
合
わ
せ
た
り

す
る
と
、
よ
り
中
華
風
で
彩
り
も
鮮
や

か
で
す
。

皿

Ｈ



七つでおきの

ブ母人

一

　
精
忠
神
社
に
毎
年
正
月
に
奉
納
し
て

い
る
行
灯
に
絵
を
描
い
て
い
る
加
藤
さ

ん
。

　
加
腰
さ
ん
が
行
灯
を
描
く
よ
う
に
な
っ

た
の
は
今
か
ら
2
0
年
ほ
ど
前
で
す
。
毎

年
年
賀
状
に
、
新
年
の
挨
拶
と
干
支
な

ど
の
絵
を
描
い
て
い
た
の
で
、
絵
の
才

能
を
見
込
ま
れ
自
治
会
の
人
に
頼
ま
れ

た
そ
う
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
絵
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
と
、
水
墨
画
や
書
道
を

や
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
１
年
間

で
多
い
と
き
は
3
0
0
枚
も
の
絵
を
描
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
幣
乗
用
の
紙
の
裏
を
使
い
、
野
鳥
や

野
の
花
、
時
に
は
紅
葉
等
の
風
景
を
細

か
く
描
い
て
い
き
ま
す
。
１
日
に
２
・

３
枚
描
く
そ
う
で
す
が
、
行
灯
用
の
だ

精
出
神
社
に
奉
納
す
る
行
灯
と
加
藤
さ
ん

瓢も

…

……j￥

4':万･'

≒
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ふっくらとした

こさめびたき

め
、
日
本
の
風
景
や
花
、
野
鳥
が
ほ
と

ん
ど
だ
そ
う
で
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
絵
は
、
奉
納
す
る
自

治
会
の
人
の
名
前
や
お
店
・
企
業
の
名

前
等
を
書
き
込
み
、
自
治
会
の
人
達
が

行
灯
の
枠
に
貼
り
付
け
ま
す
。
中
に
電

球
を
入
れ
、
神
社
の
参
道
に
6
0
0
個
も
の

奉
納
行
灯
を
飾
り
ま
す
。
初
詣
の
時
暗

闇
に
ほ
の
か
な
行
灯
の
光
は
、
大
変
荘

厳
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　
昨
年
退
職
し
て
、
自
由
な
時
間
が
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
プ
ラ

ン
タ
ー
に
花
を
咲
か
せ
た
り
庭
い
じ
り

を
し
た
り
、
ま
た
来
年
の
行
灯
の
絵
を

描
い
た
り
と
ま
だ
ま
だ
忙
し
い
加
藤
さ

ん
で
す
。

身近な絵で

　　神;社|こ:::奉納

城内　加藤芳一さん

一

~

身

法
律
近
な
坦

談
人
権
今日

談

T4≡r

マ’
例

集

よ

り
W

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
昨
年
度
行
っ
た
、

ま
ち
づ
く
り
情
報
Ｂ
ｏ
ｘ
で
、
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
身
近
な
困
り
ご

と
相
談
の
例
を
、
人
権
相
談
事
例
集
よ

り
転
載
い
た
し
ま
し
た
。

民
事
関
係

貸
家
契
約
の
更
新

Ｑ
：
２
年
間
の
約
束
で
家
を
賃
貸
し
た

　
が
、
期
間
が
満
了
し
た
の
に
家
を
明

　
け
渡
し
て
く
れ
な
い
。
ど
う
し
た
ら

　
よ
い
か
？

Ａ
：
賃
貸
人
は
、
期
間
満
了
前
６
か
月

　
な
い
し
１
年
以
内
に
更
新
し
な
い
旨

　
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ

　
を
し
な
い
場
合
は
、
従
前
と
同
一
の

　
条
件
で
賃
貸
借
し
た
も
の
と
み
な
さ

　
れ
る
。
な
お
、
更
新
の
拒
絶
を
す
る

　
に
は
、
正
当
事
由
が
必
要
で
あ
り
、

　
こ
れ
が
な
い
と
契
約
の
解
消
は
認
め

　
ら
れ
な
い
。

行
政
関
係

汚
物
の
不
法
投
棄

９
・
私
の
住
ん
で
い
る
近
く
の
空
き
地

　
に
汚
物
を
投
棄
す
る
も
の
か
お
り
、

　
悪
臭
・
は
え
等
で
毎
日
悩
ん
で
い
る
。

　
付
近
の
住
民
も
大
変
困
っ
て
い
る
の

　
で
早
く
汚
物
を
取
り
除
く
と
と
も
に

　
空
き
地
に
汚
物
を
投
棄
し
な
い
よ
う

　
立
て
看
板
等
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
市
町
村
の
衛
生
担
当
部
局
に
申
し

　
出
ら
れ
た
い
。

゜白煙
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町議会議員選挙開票結果

　　　　　(敬称略)HM.3.26現在
啄

清
水
英
世
町
長
が
四
選

油
断

二
十
二
名
も
決
ま
る

・
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

町長選挙開票結果

　　　　(敬称略)H14.3.26現在

当 清水英世71 無現

無新

9,760 壬生町長

鈴木史郎59 7,006 会社役員

江田敬吉66 無新 4,245 無　　職

当 細井敬一54 公現 1,355 縫製業
当 川島芳之60 無現 1,158 農　　業

当 演野和子56 共現 1,120 揖保代理業

当 薩葉　光62 無現 1,035 農　　業

当 高山文雄49 無現 1,019 農　　業

当 小林俊雄65 無新 1,014 会社社長

当 落合誠記37 無新 1,008会社役員

当 田中一男75 無現 1,007 農　　業

当 石村育夫59 無現 1,003 会社社長

当 小菅一弥40 無現 966 農　　業

当 佐藤善光62 無現 941 無　　職

当 小貫眺53 共元 922 団体職員

当 水井正成57 無現 897 会社員

当 鈴木正浩67 民現 871 無　　職

当 大島菊夫54 無新 847 会社員

当 高橋　毅71 無現 840 無　　職

当 石川昭三73 無現 763 農　　業

当 小谷野幸作67 無現 696 農　　業

当 粂川　清53 無元 676 農　　業

当 須賀俊之57 無新 674 会社役員

当 菅野　洋60 無新 642.628 会社役員

当 松井晴夫63 無現 567 農　　業

島根定代70 無元 409 会社役員

栗原　浩47 無新 380.371 ﾕｰｻﾞ一報肋

泉　嘉郎53 無新 236 自営業

ゝ W

投票所別投票結果

　
任
期
満
了
に
伴
う
壬
生
町
長
選
挙
と
壬
生
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
３

月
１
９
日
に
告
示
さ
れ
、
町
長
選
挙
は
３
名
が
立
候
補
、
町
議
会
議
員
選

挙
は
定
数
2
2
名
に
2
5
名
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　
３
月
2
4
日
（
日
）
、
町
内
１
９
力
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
町
長
に
は
清
水
英
世
氏
が
四
選
を
果
た
し
、
ま
た
新
し

い
町
議
会
議
員
2
2
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

16

投票区
投　票　所

当日の有

権者数(人)

町長選挙投票者数 投票率

　　％

町議会議員投票者数 投票率

　　％当日投票者数 柁翻票者数 当日投票者数 不在者投票者数

１ 壬　生　町　役　場 3,812 2,389 177 67.31 2,389 177 67.31

２ 壬生中央公民館 3,749 2,565 158 72.63 2,565 156 72.58

３ 旭　町　公　民　館 1,078 709 47 70.13 709 47 70.13

４ 藤井中央公民館 919 667 20 74.76 667 20 74.76

５ 生　涯　学　習　館 3,573 2,316 118 68.12 2,316 120 68.18

６ 原　坪　公　民　館 759 573 ・　　　30 79.45 573 30 79.45

７ 稲葉地区公民館 971 744 31 79.81 744 30 79.71

８ 七つ石ふるさと伝承館 529 388 14 75.99 388 14 75.99

９ 羽生田集落センター 902 705 22 80.60 705 22 80.60

10 鰹沼伝統文化伝承館 786 579 27 77.10 579 27 77.10

11 北小林公民館 530 383 19 75.85 383 19 75.85

12 南犬飼地区公民館 4,161 2,573 110 64.48 2,573 107 64.41

13 上長田公民館 615 437 18 73.98 437 18 73.98

14 上　田　公　民　館 564 401 11 73.05 401 10 72.87

15 助谷研修センター 489 364 15 77.51 364 15 77.51

16 中　泉　公　民　館 462 322 12 72.29 322 12 72.29

17 おもちや団地協同組合厚生会館 2,671 1,535 82 60.54 1,535 82 60.54

18 狽協医科大学体育館 1,728 880 77 55.38 880 77 55.38

19 六　美　会　館 2,981 1,861 63 64.54 1,861 63 64.54

合　　　　計 31,279 20,391 1051 68.55 20,391 1,046 68.53

-
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｜　第16回
町民剣道大会
(2 /24 町総合運動場武道館)各部門優勝の皆さん

　
２
月
2
4
日
（
日
）
、
町
総
合
運
動
場

武
道
館
に
お
い
て
第
1
6
回
町
民
剣
道
大

会
が
開
催
さ
れ
、
9
0
名
の
参
加
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
礼
を
尽
く
し
た
真
剣
勝
負
に

挑
み
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
子
供
達
の

気
迫
の
こ
も
っ
た
か
け
声
や
気
合
い
に

満
ち
た
竹
刀
の
音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

各
部
門
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　
成
　
績

小
学
１
～
２
年
の
部

優
　
勝

準
優
勝

３
　
位

準
優
勝

３
　
位

渡
辺
渡
辺
山
本

渡五言年小
辺月との野

　女め部口
り
’
ぅ
だ

翔
大

た
い
ち

大
地

　
こ
う

　
航

ゆ
う
き

湧
輝

（
お
も
剣
）

（
お
も
剣
）

（
お
も
剣
）

（
お
も
剣
）

直
樹
（
お
も
剣
）

泣

山
井
　
敏

柏
奇

小
学
５
～
６
年

　
優
　
勝
　
豊

準
優
勝

３
　
位

拓首士に也

田ｾﾞの
　　部

敦希

史し

（
お
も
剣
）

且
修
会
）

（
お
も
剣
）

宝
生
剣
）

君喬上

島k野

犬琴琢

貴ぶ朗

一一お壬

も生

剣剣－－

甫
坂
美
有
紀

中
学
生
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
豊
田

　
準
優
勝
　
石
塚

３
　
位

小
藤
青
木

貴
嗣

ま
さ
し

真
土

翔
平

太
一

（
壬
生
剣
）

（
南
犬
中
）

宝
生
中
）

（
壬
生
中
）

（
南
犬
中
）

中
学
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
菊
池
　
美
姫
（
壬
生
中
）

準
優
勝
　
中
村
麻
里
瑛

　
３
　
位

一
般
の
部

準優
優
勝勝

３

位

μ

宝
生
剣
）

（
お
も
剣
）

且
修
会
）

粂
川
有
里
恵

　
　
　
　
か
り
ん

小
林
　
華
鈴

（
南
犬
中
）

（
壬
生
中
）

（
壬
生
中
）

ふ
か
勺
　
こ
う
じ

深
津
　
弘
二

松
本
　
憲
祐

水
島
　
清
貴

木
村
　
省
一

壬
生
町
少
年
剣
道
教
室

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
剣
道
教
室

三
修
会
壬
生
北
剣
道
教
室

心

保
険
料
半
額
免
除
と
事
務
見
直
し

　
平
成
1
4
年
４
月
か
ら

　
国
民
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

　
「
国
民
年
金
法
」
の
改
正
と
「
地
方
分

権
一
括
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
今
年
４

月
か
ら
国
民
年
金
の
制
度
と
事
務
の
一

部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｉ
．
保
険
料
の
納
付
書
は
社
会
保
険

　
　
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
毎
年
４
月
に
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

第
１
号
被
保
険
者
に
１
年
分
の
納
付
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
２
．
保
険
料
の
納
入
場
所
が
変
わ

　
　
り
ま
す
。

保
険
料
取
り
扱
い
機
関

①
金
融
機
関
　
　
　
④
農
業
協
同
組
合

②
郵
便
局
　
　
　
　
⑤
労
働
金
庫

　あなたの声を

お寄せ下さい

春の行政相談週間

　５月20日～26日

③
社
会
保
険
事
務
所
　
⑥
信
用
組
合

※
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
訪
問
し

て
領
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
市
町
村
で
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

　
〔
1
3
年
度
分
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
1
4

年
４
月
末
日
ま
で
市
町
村
に
お
い
て
取

扱
い
を
行
な
い
ま
す
。
〕

３
．
保
険
料
免
除
制
度
が
変
わ
り

　
　
ま
す
。

　
半
額
免
除
制
度
が
導
入
さ
れ
、
今
ま

で
の
保
険
料
免
除
基
準
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
全
額
免
除
と
な
る
か
半
額
免
除

と
な
る
か
は
、
前
年
の
所
得
に
基
づ
き

判
定
さ
れ
ま
す
。

※
届
出
先
は
従
来
ど
お
り
市
役
所
・
町

行
政
に
対
す
る
苦
情

　
　
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談
の

た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
か
ら

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
公
正
で
中
立
な
立
場
か

ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
な
ど
し
て

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

W

村
役
場
の
国
民
年
金
係
で
す
。

　
４
．
第
３
号
被
保
険
者
該
当
届
が

　
　
事
業
主
経
由
に
な
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
申
出
に
よ
り
、
事
業
主

（
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
の
）
が

社
会
保
険
事
務
所
に
健
康
保
険
被
扶
養

者
異
動
届
と
第
３
号
被
保
険
者
該
当
届

（
複
写
）
を
提
出
し
ま
す
。

　
後
日
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
被
保

険
者
に
第
３
号
披
保
険
者
該
当
（
非
該

当
）
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
　
　
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
国
民
年
金
業
務
課

　
　
　
音
2
2
－
６
０
７
４
・
６
０
７
５

　
行
政
相
談
週
間
は
、
毎
年
５
月
と
1
0

月
の
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
の

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
は
、
５
月
2
0

日
～
2
6
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
の
内
容
は
？

　
役
所
の
仕
事
（
国
の
仕
事
、
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の
仕
事
、
県
、

町
の
仕
事
で
国
か
ら
任
さ
れ
て
い
る
・

18
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石田まりあちゃんご兄弟(幸町三丁目)高橋諒行ちゃんご家族（安塚三）

（
音
8
1
１
１
８
３
１
）
　
へ

荒川友香ちゃんご兄弟（万町）

橋詰相談員大森相談員

　
　
　
役
場
組
織
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
今
年
４
月
か
ら
、
次
の
と
お
り
役
場
組
織
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

○
主
な
改
正
点
○

１
総
　
務
　
課
・
：
車
両
謀
を
管
財
係
（
音
8
1
－
１
８
０
９
）
に
統
合

２
企
画
財
政
課
…
同
和
対
策
謀
の
廃
止

３
高
齢
対
策
課
…
介
護
保
険
課
か
ら
名
称
変
更
。
管
理
謀
と
給
付
謀
を
統
合
し
、

　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
謀
（
音
8
1
－
１
８
７
６
）
。
認
定
審
査
謀
を
介
護
認

　
　
　
　
　
　
　
定
価
（
音
8
1
－
１
８
７
７
）
に
名
称
変
更
。
福
祉
課
の
高
齢

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
謀
（
音
8
1
－
１
８
３
０
）
を
配
置
。

４
農
　
務
　
課
・
：
地
籍
調
査
謀
（
音
8
1
－
１
８
８
士
を
新
設
。

５
監
査
委
員
事
務
局
…
事
務
局
及
び
監
査
謀
（
音
8
1
－
１
８
８
０
）
の
新
設
。

　
ま
た
、
保
健
指
導
・
各
種
予
防
接
種
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
健
康
増
進
謀
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
合
8
2
－
３
５
８
８
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

-

補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
）
や

手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
関
係
で
。

「
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
」
、
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
、
「
苦
情

を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措
置
な
ど
に

納
得
が
い
か
な
い
」
な
ど
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
道

路
、
交
通
、
税
、
年
金
、
保
健
・
福
祉
、

環
境
な
ど
、
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。

相
談
は
ど
こ
に
？

　
行
政
相
談
の
窓
口
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
で
す
。

本
町
で
も
下
記
の
と
お
り
特
設
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
月
上
回冑

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

書
道
弥
生
支
部
様
③
　
　
　
　
５
千
円

南
犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
２
万
８
千
７
４
６
円

壬
生
町
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様
⑤

　
　
　
　
　
　
　
４
万
５
千
５
７
６
円

壬
生
町
は
に
わ
会
様
⑥
　
　
　
３
千
円

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
２
９
万
４
千
４
０
０
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
１
千
９
８
８
円

鈴
木
和
英
様
①
　
　
　
　
　
　
５
万
円

定
例
的
に
相
談
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
２
日
（
杢

　
　
　
　
午
後
１
時
3
0
分
～
４
時

場
　
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者

　
　
橋
詰
　
通
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
住
所
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
－
3
8

　
　
　
　
　
　
昔
8
2
－
０
２
５
９

　
　
大
森
　
忠
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
住
所
　
壬
生
町
通
　
町
３
－
1
2

　
　
　
　
　
　
昔
8
2
－
２
０
３
３

　
付

第
６
回
生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
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「大好きな犬」（版画）

藤井小

　長

６年

　ゆうすけ
　祐介

）

午後６時30分開演　全指定席4,000円　４月４日休)発売

　1960年、下館市生まれ。下館小

学校、下館中学校から宇都宮短大

附属高校声楽科を経て、桐朋学園

大学声楽科に進み、同大学研究科

を修了。在学中よりジュリアード

音楽院、ザルツブルグ・モーツァ

ルテウム音楽院に留学。

　86年、小沢征爾指揮：新日本フ

ィルでＲ・シュトラウス「エレク

トラ」のタイトル・ロールを歌っ

てデビュー。88年、第３回ルチア

ーノ・バヴァロッティ・コンクー

ルに優勝。また同年マリア・カニ

リア・コンクールで優勝。

　90年３月、第４回マリア・カラ

ス国際声楽コンクールにて優勝。

7押ぺ知鶴かｹ訃ﾗ姻§肝
午後6時3(扮順A肛000円B肛000円(全欧席)4月24日剛競

　この室内オーケストラは、サンクト、フィル交響

楽団を母体に、1965年に設立。上質な弦楽アンサン

ブルと前橋汀子のヴァイオリンが華麗に共演。

国歌・国菌ぶ入会

liii岬1扁31,msilぶ自白。2,000円　5月9日床発売
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▲三遊亭　圓歌 ▲橘家　圓蔵

会　　場　壬生中央公民館犬ホール（城址公園ホール）

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、町

　施設振興公社で取り扱います。

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｚ／　１¶･･　　軽自動車税（全期）　　納期限　５月31日

．　　／　　　　ｌｓ　ｌ≡　　紆人口阻932人（△65）男19,546人（△21）女20,386人（△44）世帯数13,023世帯（△16）O内は前月比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凪100古紙配合率loo%褐生紙を使用しています　20

日本を代表するオペラ歌手。爽やかな歌声と、めくるめく色彩に包まれるひととき｡|

旧レニングラード・フィルのトップメンバーと日本が諸る前橋汀子の共演J
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